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定員 各回20名
参加費 4,000 円
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新潟市出身。桐朋学園大学
音楽学部演奏学科ヴァイオ
リンコース卒業。桐朋学園
室内楽演奏会出演。山宮あ
や子、奥村和雄、辰巳明子
各氏に師事。現在トリオ・
ベルガルモのメンバーとし
て演奏活動を行う一方、新
潟中央高校、新潟市ジュニ
アオーケストラ、桐朋学園
付属の「子供のための音楽
教室」などで後進の指導に
あたっている。

申し込み 砂丘館へ 電話・ファックス（ 025 -222 -2676 ）

Eメール yoyaku@vesta.ocn.ne.jp

＊Eメール、 FAX でお申し込みの場合は連絡先 （ 電話番号） 、 人数を併記してください 。
＊いただいた個人情報はこの催しに関するご連絡以外には使用しません 。

申し込み受付開始 8月19日（水） 9： 00～(メールも）

（日）

新潟市中央区西大畑町5218-1

●専用駐車場はございません 。 公共交通機関、 または近隣の有料駐車場をご利用下さい 。

●新潟駅からのバス 浜浦町線C2系統（ バスターミナル 9番線) 観光循環バス（ 同18番線） 「 西大畑坂上」 下車徒歩1分

新潟市内のホテルにてパティシエとし
て長年勤務。現在は丸屋茶寮 古町本店
にて村松栗モンブランのほかタルト・
タタンなどをその場でお作りし、ご提
供しています。葛きり、かき氷などの
技術は一級品。
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五泉市村松で30種もの栗
を栽培。低樹高栽培とい
う木の内側まで光を入れ
る方法を取り入れ、普及
につとめ、栗の消費拡大
にも努力している。栗の
皮むき用ハサミや焼き栗
用フライパンなどの製品
づくりに も関わる 。
1995年栗栽培技術に対
し農林水産大臣賞受賞。
同年と96年に栗を明治神
宮に奉納した。
全国や世界の栗を訪ねて
回る、音楽、美術もこよ
なく愛する栗博士である。
JA新潟かがやき 村松栗
組合 元顧問、栗塾・塾
長。
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満栄とは

満栄は今年、長い審査を経て「品種登録」された新
潟の栗です（新潟では品種登録された唯一の栗で
す）。大つぶの早生で、収獲時から甘く、保存がき
き、熟成するとさらに甘味が深まる優れものです.
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